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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい②

－第 3 回　臨時会－

ふたば保育所新築工事
1億920万円で3月末完成予定

■
専
決
処
分
の
報
告

∏

町
税
条
例
の
一
部
改
正

新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
の
控

除
の
創
設
と
寄
付
金
控
除
の

上
限
枠
の
拡
大
な
ど
。

（
可
決
　
全
員
）

π
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

介
護
保
険
給
付
金
の
限
度

額
を
９
万
円
か
ら
10
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
や
、
上
場

株
式
な
ど
の
配
当
所
得
に
繰

越
損
失
が
あ
る
場
合
の
見
直

し
な
ど
。

（
可
決
　
全
員
）

∫
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

１
億
１
９
９
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
75
億
５
２
２

８
万
円
と
す
る
。

問
　
岡
田
議
員

繰
越
金
の
５
１
８
８
万
円

減
額
の
説
明
を
。

答
　
岡
崎
総
務
課
長

繰
越
金
と
剰
余
金
が
一
括

現
年
予
算
に
歳
入
さ
れ
、
９

月
補
正
時
に
気
付
か
ず
、
予

算
と
し
て
二
重
計
上
に
な
っ

て
い
た
。

以
後
、
こ
の
よ
う
な
事
が

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
施
設
使
用

料
の
説
明
を
。

答
　
片
岡
企
画
課
長

イ
チ
ゴ
栽
培
が
経
営
的
に

苦
し
く
、
特
殊
な
ト
マ
ト
栽

培
で
経
営
改
善
を
図
る
の
で

一
定
期
間
減
免
で
支
援
し
て

い
く
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

Ｊ
Ａ
の
レ
ン
タ
ル
に
は
、

こ
う
い
う
制
度
が
な
い
。
副

町
長
の
所
見
は
。

答
　
大
石
副
町
長

ト
マ
ト
も
県
の
産
業
振
興

計
画
に
挙
が
っ
て
お
り
減
免

措
置
な
ど
、
町
全
体
の
問
題

と
し
て
勉
強
し
て
い
く
。

問
　
大
原
議
員

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
減
免
措

置
は
。

答
　
片
岡
企
画
課
長

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
へ
出
資
し

町
の
加
工
場
を
貸
し
付
け
て

お
り
、
そ
の
会
社
へ
減
免
措

置
を
と
っ
た
。

ª
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
　
（
第
３
号
）

４
６
８
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
11
憶
２
０
５
３
万
円

と
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

º
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
直
診
大
崎
診
療
所
勘

定
補
正
予
算
　
　
（
第
３
号
）

総
額
か
ら
７
６
０
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
億
１
６

９
１
万
円
と
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

Ω
20
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
　
　
（
第
４
号
）

１
１
９
７
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
11
億
４
７
９
４
万
円

と
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
21
年
度
中
津
渓
谷
ゆ
の

森
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

７
７
７
０
万
円

契
約
の
相
手
方

大
旺
建
設
株
式
会
社
高
知

本
店議

決
に
付
す
べ
き
５
０
０

０
万
円
以
上
の
請
負
契
約
で
、

入
札
は
５
月
13
日
に
町
内
３

業
者
を
含
む
８
業
者
で
行
っ

た
。（
可
決
　
全
員
）

■
特
別
職
の
給
与
、
旅
費

な
ど
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

職
員
の
不
祥
事
に
関
す
る

指
導
監
督
不
適
正
に
対
し
、

町
長
、
副
町
長
を
６
月
１
日

よ
り
減
給
１
ケ
月
、
月
額
報

酬
10
分
の
１
を
減
ず
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正６

月
の
特
別
給
の
支
給
月

数
の
一
部
を
凍
結
。
期
末
手

当
月
数
を
１
・
４
月
か
ら

１
・
２
５
月
に
。
勤
勉
手
当

月
数
を
０
・
７
２
５
月
か
ら

０
・
７
月
に
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
議
員
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

６
月
期
末
手
当
の
一
部
を

凍
結
。
支
給
月
数
を
１
・
４

月
か
ら
１
・
２
５
月
に
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）



子どもが少なくなりました

教育委員会の報告 教育長 大野　敏光
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本
年
度
か
ら
、
保
育
業
務

が
教
育
委
員
会
に
移
管
さ
れ

民
営
化
。

吾
川
、
仁
淀
地
区
の
保
育

所
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
運
営
と
な
り
、
数
ヶ
月
が

過
ぎ
た
。

現
在
、
保
育
園
児
は
池
川

37
人
、
大
崎
19
人
、
名
野
川

5
人
、
ふ
た
ば
25
人
、
長
者

35
人
の
合
計
121
人
が
通
園
し

て
い
る
。

新
体
制
の
も
と
、
関
係
者

が
全
力
で
運
営
を
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
努
力
し
て
い
る
。

小
学
校
5
校
の
児
童
数
は

272
人
、
中
学
校
3
校
の
生
徒

数
は
130
人
、
総
数
で
402
人
と

な
っ
て
い
る
。

学
校
現
場
で
は
、
保
・

小
・
中
の
連
携
強
化
の
研
究

や
研
修
を
通
じ
、
資
質
の
向

上
を
目
指
し
教
職
員
、
教
育

研
究
所
や
関
係
者
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
域
や

家
庭
内
で
教
育
環
境
の
在
り

方
な
ど
を
改
善
し
て
い
く
た

め
、
家
庭
教
育
支
援
基
盤
形

成
事
業
を
計
画
し
、
予
算
計

上
。5

月
か
ら
、
県
の
事
業
で

読
書
活
動
支
援
員
1
人
が
教

育
委
員
会
に
配
置
さ
れ
た
。

制
度
を
充
分
に
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

長
者
小
学
校
体
育
館
の
屋

根
が
強
風
で
は
が
れ
、
復
旧

工
事
の
予
算
計
上
。

保
　
育

学
　
校

池　川 37

大　崎 19

名野川 5

ふたば 25

長　者 35

計 121

園児数

（人）

21.6.1現在

県体（7月18・19日）で堂々2位。8月1・2日、徳島県で開かれる四国大会での活躍が期待される仁淀中ソフトボール部

（川渡・仁中グランド）
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編

後
集

記

夕
暮
れ
に
な
る
と
、
日
中

の
暑
さ
を
忘
れ
少
し
和
ら
ぎ

ま
す
。
明
日
も
平
和
な
一
日

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
三
鈴
）

収
穫
間
際
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
な
に
も
の
か
に
食
い
荒

ら
さ
れ
た
。
わ
が
口
に
入
る

の
は
い
つ
か
。

（
安
井
）

新
型
イ
ン
フ
ル
の
警
戒
水

準
「
６
」
に
。
県
内
で
初
感

染
者
が
本
町
も
警
戒
を
緩
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
福
原
）

夏
バ
テ
も
、
蛍
の
光
で
い

や
さ
れ
る
此
の
頃
か
な
。
夏

祭
り
、
参
加
す
る
ほ
ど
楽
し

く
お
も
し
ろ
く
な
る
。（
野
村
）

近
年
、
山
は
竹
、
川
原
は

よ
し

・

・

が
は
び
こ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
竹
、
よ
し

・

・

で
覆
い

尽
く
さ
れ
る
の
で
は
。（
片
岡
）

各
地
で
猿
の
被
害
。
増
え

た
理
由
は
多
々
あ
る
が
、
サ

ル
知
恵
に
負
け
な
い
対
策
を

考
え
な
け
れ
ば
。

（
農
本
）

ト
マ
ト
の
箱
詰
を
仁
高
生

が
手
伝
っ
て
く
れ
て
ま
す
。

明
る
く
て
、キ
ビ
キ
ビ
し
て
て

若
返
り
ま
す
。
（
西
森（
常
））

と
こ
ろ
が
今
で
は
安
価
で
利
便
性
の
い
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
方
で
地
球
温
暖
化
が
危
惧
さ
れ
人
類

の
危
機
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
、
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
豊
か
さ
、

便
利
さ
は
な
か
な
か
手
放
せ
ま
せ
ん
が
、
エ

コ
を
考
え
る
と
き
再
生
力
の

大
変
強
い
竹
は
見
直
さ
れ
て

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

私
は
実
用
性
だ
け
で
な
く
大
変
美
し
い
竹

の
良
さ
を
活
か
し
て
照
明
器
具
を
作
っ
て
い

ま
す
。

鈴
木
　
良
夫
（
森
）

私
た
ち
が
こ
ど
も
の
こ
ろ
（
50
年
前
）
迄

は
、
生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て

竹
製
品
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
の
家
で
も
「
ソ
ー
ケ
」
と
言
っ
て
取

っ
手
の
つ
い
た
ざ
る
に
、
芋
、
じ
ゃ
こ
な
ど

を
入
れ
て
天
井
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
竹
を
利
用
す
る
、

そ
ん
な
生
活
は
千
年
以
上
続
い
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

21
年
　
　

４
月
３
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式
（
池
川
）

８
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

総
会
（
大
崎
）

10
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式(

仁
淀)

14
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

15
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式(

吾
川)

15
〜
17
日
　
吾
川
郡
議
長
会
視

察
研
修(

北
海
道)

18
日
　
ふ
た
ば
保
育
所
新

築
落
成
祝
賀
会

20
日
　
高
吾
北
地
区
地
域

安
全
協
会
監
査

(

佐
川
町)

22
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

27
日
　
国
道
439
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総

会(
高
知
市)

28
日
　
議
員
全
員
協
議
会

５
月
13
日
　
高
瀬
地
区
地
す
べ

り
対
策
事
業
推
進

協
議
会
総
会
　
　

15
日
　
高
吾
北
地
区
地
域

安
全
協
会
役
員

会
・
総
会(

佐
川

町)

22
日
　
町
身
体
障
害
者
会

総
会

25
日
　
第
３
回
臨
時
会
　
　

６
月
２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日
　
茶
霧
湖
ま
つ
り
実

行
委
員
会

９
･
10
日
　
第
４
回
定
例
会

12
日
　
町
建
設
業
協
会
総

会高
知
県
議
長
会
理

事
会(

高
知
市)

17
日
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
総
会

19
日
　
町
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル高
知
県
議
長
会
臨

時
総
会(

高
知
市)

25
日
　
国
道
33
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
高

知
県
協
議
会
総
会

(

い
の
町
）

ラ�コ�ム�

竹
と
日
本
人

日

記

帳

第60回県展入選作品スタンド照明「なごみ」




